
- 1 - 

令和６年広審第２４号 

裁    決 

漁船Ａ乗揚事件 

 

受  審  人  ａ 

職  名 Ａ船長 

海技免許 六級海技士（航海）（履歴限定） 

 

本件について、当海難審判所は、理事官岸尾光一出席のうえ審理し、

次のとおり裁決する。 

 

主    文 

 

受審人ａを戒告する。 

 

理    由 

（海難の事実） 

１ 事件発生の年月日時刻及び場所 

令和６年３月１３日００時２４分 

島根県浜田港 

２ 船舶の要目 

船 種 船 名 漁船Ａ 

総 ト ン 数 ７５トン 

全 長 ３３.２７メートル 

機関の種類 ディーゼル機関 

出   力 ５１１キロワット 
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３ 事実の経過 

Ａは、昭和６２年７月に進水し、船体前部に操舵室、船尾甲板にウ

インチ２基を設置し、操舵室前部中央に操舵スタンド及び磁気コンパ

スを、左舷側に２号レーダー、エンジンテレグラフ及び主機遠隔操縦

盤を、右舷側に１号レーダー、ＧＰＳプロッター、魚群探知機をそれ

ぞれ装備した２そうびき沖合底びき網漁業に従事する鋼製漁船で、ａ

受審人ほかインドネシア共和国籍の特定技能外国人３人を含む９人が

乗り組み、操業の目的で、船首１.９メートル船尾３.８メートルの喫

水をもって、僚船のＢとともに、令和６年３月７日１０時００分浜田

港を発し、山口県高山岬北方沖合の漁場に向かった。 

ところで、浜田港は南部の商港区と北東部の漁港区である浜田漁港

に分かれ、浜田漁港西沖防波堤（以下、防波堤の名称については「浜

田漁港」の冠称を省略する。）北端と沖防波堤南端が同漁港の西側の

港口（以下「西側港口」という。）となっており、同口の東方２５０

メートルのところには、南北方向長さ２５０メートル東西方向長さ

１３０メートルの逆Ｌ字型の西内防波堤が築造され、同防波堤の北端

に簡易標識灯（以下「北端標識灯」という。）が設置され、西側には

消波ブロックが敷設されていた。 

  ａ受審人は、前示漁場に到着して連日移動しながらＢとともに操業

し、越えて１２日２２時００分浜田港西北西方沖合の漁場で操業を終

えて帰途に就き、入港後にワイヤ交換の作業を行うため、同作業が初

めての甲板長に作業手順を説明しながら同沖合を東行した。 

ａ受審人は、レーダー２台及びＧＰＳプロッターを作動させ、操舵

スタンドの左舷側に立って右手で舵輪を握って操船に当たり、翌１３

日００時１７分半少し過ぎ浜田漁港西沖防波堤灯台（以下「西沖防波

堤灯台」という。）から２７０度（真方位、以下同じ。）１,１００
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メートルの地点で、針路を０９０度に定め、７.０ノットの速力（対

地速力、以下同じ。）で、手動操舵によって進行した。 

ａ受審人は、００時２１分半少し過ぎ西沖防波堤灯台から２７１度

２４０メートルの地点に達し、次の転針予定地点で北端標識灯北方沖

合に向けるつもりで、針路を西側港口の中央に向く０７５度に転じ、

操舵室右舷側の椅子に腰を掛けている甲板長に顔を向けて引き続きワ

イヤ交換の作業手順を説明しながら続航した。 

ａ受審人は、針路を転じたとき、西内防波堤まで５２０メートルと

なり、その後同防波堤に向首して接近する状況となったが、甲板長に

ワイヤ交換の作業手順を説明することに気をとられ、北端標識灯との

相対位置関係を確認するなど、船位の確認を十分に行わなかったので、

この状況に気付かなかった。 

ａ受審人は、転針予定地点を通過して西内防波堤に向首したまま進

行し、００時２４分僅か前船首至近に同防波堤を認め、機関を全速力

後進としたものの、及ばず、００時２４分西沖防波堤灯台から０６２

度２９０メートルの地点において、Ａは、原針路のまま、１.５ノッ

トの速力となったとき、西内防波堤西側に敷設された消波ブロックに

乗り揚げた。 

当時、天候は曇りで風力３の北北東風が吹き、潮候は上げ潮の末期

にあたり、視界は良好であった。 

乗揚の結果、船首船底外板に亀裂を伴う擦過傷等を生じたが、自力

離礁して浜田漁港の岸壁に着岸し、のち修理された。 

 

（原因及び受審人の行為） 

本件乗揚は、夜間、浜田港において、浜田漁港に向けて帰港する際、

船位の確認が不十分で、西内防波堤に向首進行したことによって発生し
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たものである。 

ａ受審人は、夜間、浜田港において、浜田漁港に向けて帰港する場合、

西内防波堤西側に敷設された消波ブロックに乗り揚げることのないよう、

北端標識灯との相対位置関係を確認するなど、船位の確認を十分に行う

べき注意義務があった。ところが、同人は、甲板長にワイヤ交換の作業

手順を説明することに気をとられ、船位の確認を十分に行わなかった職

務上の過失により、西内防波堤に向首接近する状況に気付かないまま進

行して同防波堤西側に敷設された消波ブロックへの乗揚を招き、船体に

損傷を生じさせるに至った。 

以上のａ受審人の行為に対しては、海難審判法第３条の規定により、

同法第４条第１項第３号を適用して同人を戒告する。 

 

よって主文のとおり裁決する。 

 

令和７年１月２９日 

広島地方海難審判所 

審 判 官  岩  﨑  欣  吾 


